
 

                         

                         

                         

集
落
営
農
へ
の
挑
戦
！ 

 

鴨
川
市
内
に
平
成
27
年
6
月

に
設
立
し
た
、（
農
）
北
小
町
フ
ァ

ー
ム
（
組
合
員
７
名
）
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

鴨
川
市
北
小
町
地
区
で
は
、
平

成
31
年
度
に
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
の
採
択
に
向
け
て
、

様
々
な
集
落
営
農
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
1.1
ha
の
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
取
り
組
み
、
鴨
川
七
里
®

（
枝
豆
・
大
豆
）
や
食
用
ナ
バ
ナ

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

野
菜
の
栽
培
が
初
め
て
の
組
合

員
が
多
い
中
、
播
種
・
定
植
・
出

荷
調
製
作
業
な
ど
を
組
合
員
が
協

力
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
効
率
的
に
作
業
が
で

き
る
よ
う
農
地
を
集
積
し
、
将
来

は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
計

画
し
て
お
り
、
担
い
手
が
少
な
い

中
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

集
落
営
農
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

当
事
務
所
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。 

鴨川七里®大豆栽培に取り組んでいます 

集落営農を推進するための会議 

水田の排水性を向上させ畑作物を栽培 

食用ナバナの束出荷に挑戦 
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食
用
ナ
バ
ナ
の
根
こ
ぶ
病
対
策
に

つ
い
て 

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、
根
こ
ぶ
病
は
、
安

房
地
域
の
食
用
ナ
バ
ナ
生
産
者
の

34
％
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

ほ
場
の
病
原
菌
密
度
が
増
加
す

る
ほ
ど
防
除
が
困
難
に
な
り
ま
す
。 

次
の
対
策
を
実
施
し
、
確
実
に

防
除
し
ま
し
ょ
う
。 

1 

抵
抗
性
品
種
を
選
ぶ 

 

抵
抗
性
を
持
つ
品
種
（
名
称
の

最
初
に
「
CR
」
が
つ
く
も
の
）
を

選
ん
で
栽
培
し
ま
す
。 

2 

ほ
場
条
件
を
改
善
す
る 

（
排
水
性
向
上
と
土
壌
pH
上
昇
） 

 

根
こ
ぶ
病
菌
は
、
水
と
と
も
に

移
動
し
ま
す
。
こ
の
た
め
暗
渠
や

明
渠
を
設
置
し
、
高
畝
に
す
る
こ

と
で
、
排
水
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。 

 

ま
た
、
根
こ
ぶ
病
は
、
土
壌
の

pH
が
7.2
以
上
に
な
る
と
、
発
病
し

に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

土
壌
分
析
を
行
っ
て
ほ
場
の
pH

を
確
認
し
た
後
、
7.2
を
目
標
に
石

灰
資
材
等
を
施
用
し
ま
す
。 

3 

ほ
場
に
薬
剤
を
使
用
す
る 

 

播
種
又
は
定
植
前
に
、
ネ
ビ
ジ

ン
粉
剤
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド
粉
剤
等

の
殺
菌
剤
を
ほ
場
に
混
和
し
ま
す
。 

4 

育
苗
し
、
薬
剤
を
処
理
し
て

定
植
す
る 

 

根
こ
ぶ
病
菌
は
、
地
温
18
℃
以

下
で
は
、
活
動
が
鈍
く
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
セ
ル
ト
レ
イ
等
で
育

苗
し
、
地
温
18
℃
以
下
に
な
る
10

月
中
下
旬
頃
に
定
植
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
殺
菌
剤
（
ラ
ン
マ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
、
オ
ラ
ク
ル
顆
粒
水
和

剤
）
を
か
ん
注
し
て
か
ら
定
植
す

る
と
更
に
発
病
を
抑
制
で
き
ま
す
。 

      
 

根
こ
ぶ
病
で
お
困
り
の
方
は
、

当
事
務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

稲
わ
ら
の
活
用
を
も
う
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

鴨
川
地
域
の
畜
産
農
家
で
は
、

自
給
飼
料
生
産
を
見
直
そ
う
と
い

う
動
き
が
現
れ
、
こ
の
3
年
間
に

自
給
飼
料
に
関
す
る
組
織
が
3

組
織
設
立
ま
た
は
改
編
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
稲
わ
ら
収
集
を

目
的
と
し
た
、
鴨
川
市
の
「
曽
呂

稲
わ
ら
組
合
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
曽
呂
稲
わ
ら
組
合
」
は
鴨
川

市
曽
呂
地
区
の
畜
産
農
家
2
戸

で
組
織
さ
れ
た
組
合
で
、
鴨
川
市

内
の
水
田
で
年
間
30
ha
ほ
ど
の

稲
わ
ら
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
収

集
し
た
稲
わ
ら
は
近
隣
の
和
牛
肥

育
農
家
に
販
売
し
て
お
り
、
残
り

は
自
家
利
用
し
て
い
ま
す
。
和
牛

肥
育
・
繁
殖
農
家
で
は
、
稲
わ
ら

は
粗
飼
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
お

り
、
酪
農
家
で
も
乾
乳
牛
（
乳
搾

り
を
休
ん
で
い
る
牛
）
な
ど
に
利

用
す
る
人
も
い
ま
す
。 

「
曽
呂
稲
わ
ら
組
合
」
で
は
、

自
家
利
用
分
を
増
や
す
た
め
に
、

収
集
体
系
に
関
す
る
機
械
の
見
直

し
と
保
管
方
法
の
検
討
を
行
い
、

40
ha
の
収
集
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 水

田
の
有
効
活
用
の
観
点
で
は

現
在
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
作
付
が
急
激

に
面
積
を
伸
ば
し
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
稲
わ
ら
の
収
集
や
有
効

活
用
も
、
も
う
一
度
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
後
も
当
事
務
所
で

は
、
稲
わ
ら
の
効
率
的
な
確
保
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

適切に対策を実施した場合 

の根こぶ病の抑制効果 

 
ネビジン粉剤処理  ネビジン粉剤処理 

直播        育苗・移植 

           ランマンフロアブル 

かん注 

 

曽呂稲わら組合の稲わら収集の様子 

 



 

水
稲
食
味
向
上
の
ポ
イ
ン
ト 

 
米
の
食
味
に
影
響
を
与
え
る
要

因
は
、
品
種
、
施
肥
、
気
象
、
作

期
、
土
性
、
水
管
理
、
収
穫
時
期

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
栽
培
管
理

の
中
で
は
、
窒
素
の
施
用
量
と
玄

米
中
の
窒
素
含
有
率
（
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
）
と
の
関
係
が
最
も
大

き
く
影
響
し
ま
す
。 

①
窒
素
量
の
減
肥 

 

食
味
に
影
響
を
与
え
る
肥
料
成

分
と
し
て
、
カ
リ
は
マ
イ
ナ
ス
に
、

リ
ン
酸
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
大
の
要
因
は
窒
素
で
す
。 

窒
素
過
剰
に
よ
り
玄
米
中
の
タ
ン

パ
ク
質
含
有
率
が
高
く
な
る
と
、

飯
米
の
味
と
粘
り
が
低
下
し
、
硬

さ
が
増
し
食
味
が
悪
く
な
り
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
良
食
味
米
生
産

の
た
め
に
は
玄
米
中
の
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
を
高
め
な
い
よ
う
な
施

肥
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

収
量
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
し
っ
か
り
し

た
苗
を
育
て
、
窒
素
量
を
控
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

②
水
管
理
の
徹
底 

 

ま
た
、
水
管
理
も
重
要
で
あ
り
、

中
干
し
は
軽
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。  

 

落
水
の
時
期
は
、
籾
を
じ
っ
く

り
と
太
ら
せ
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
十

分
玄
米
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
、

出
穂
か
ら
30
日
以
降
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

③
稲
の
観
察
と
適
期
収
穫 

「
田
廻
り
」
を
き
ち
ん
と
す
る
だ

け
で
食
味
は
良
く
な
り
ま
す
。
田

を
一
周
し
、
稲
の
様
子
（
草
丈
、

分
げ
つ
数
、
葉
色
）
を
観
察
し
て

適
切
な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

収
穫
時
期
は
適
期
刈
り
が
理
想

で
す
が
、
収
穫
期
の
雨
や
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
へ
の
作
付
け
集
中
な
ど
の

阻
害
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
や
や

早
刈
り
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

食
味
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
根

に
あ
り
ま
す
。
玄
米
が
太
る
時
期
、

８
月
に
細
根
が
し
っ
か
り
張
っ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

切
花
の
品
質
保
持
技
術
の
紹
介 

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～ 

 

切
花
に
対
し
「
日
持
ち
の
良
さ
」

を
求
め
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
非
常

に
高
く
、
8
割
の
消
費
者
は
7
日

間
以
上
日
持
ち
す
る
商
品
を
求
め

て
い
ま
す
。
日
持
ち
と
は
、
観
賞

可
能
期
間
（
日
数
）
の
こ
と
で
、

消
費
者
の
主
観
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま

す
が
、
参
考
と
し
て
観
賞
価
値
を

失
っ
た
状
態
の
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
、（
一
財
）
日
本
花
普
及
セ
ン
タ

ー
の
HP
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
下
、
日
持
ち
を
縮
め
る
主
な

原
因
と
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
老
化 

エ
チ
レ
ン
は
切
花
自
身
か
ら
発

生
し
、
多
く
の
品
目
で
老
化
を
促

進
し
ま
す
。
エ
チ
レ
ン
に
強
い
花

と
弱
い
花
が
あ
り
ま
す
が
、
弱
い

花
（
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
等
）
に
は
エ
チ
レ
ン
の

働
き
を
止
め
る
薬
剤
、
STS
が
有
効

で
す
。
処
理
す
る
際
は
、
使
い
回

し
・
濃
度
不
足
・
処
理
時
間
不
足

に
注
意
が
必
要
で
す
。 

②
細
菌
に
よ
る
導
管
閉
塞 

 

茎
元
の
導
管
が
細
菌
で
詰
ま
る

と
、
切
花
は
水
が
吸
え
ま
せ
ん
。

水
揚
げ
用
の
バ
ケ
ツ
の
洗
浄
と
抗

菌
剤
が
有
効
で
す
。
手
と
同
じ
で
、

洗
浄
は
水
洗
い
で
は
不
十
分
な
の

で
、
少
量
の
台
所
洗
剤
で
ヌ
メ
リ

（
細
菌
の
塊
）
や
汚
れ
が
な
い
よ

う
に
洗
い
ま
す
。
ま
た
、
底
に
残

っ
た
水
で
細
菌
が
繁
殖
す
る
の
で
、

洗
っ
た
後
の
バ
ケ
ツ
を
伏
せ
て
お

く
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。 

③
高
温
に
よ
る
熱
中
症 

気
温
が
高
い
と
植
物
の
呼
吸
量

が
増
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
、

エ
チ
レ
ン
の
発
生
量
も
多
く
な
る

た
め
、
日
持
ち
が
短
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
朝
夕
の
気
温
が
低
い

時
間
帯
に
採
花
し
、
出
荷
ま
で
一

貫
し
て
温
度
を
上
げ
な
い
よ
う
な

管
理
が
必
要
で
す
。 

 

以
上
を
参
考
に
、
手
軽
に
行
え

る
こ
と
か
ら
、
対
策
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 



 

安
房
地
域
の
若
手
農
業
者
紹
介 

館
山
市
山
本
で
観
光
イ
チ
ゴ
狩

り
園
を
家
族
で
経
営
し
て
い
る
小

澤
綾
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

小
澤
さ
ん
は
、
県
外
の
民
間
企

業
に
8
年
間
勤
め
、
26
歳
の
時
に

地
元
館
山
へ
と
戻
り
、
平
成
19
年

に
就
農
し
て
、
現
在
就
農
9
年
目

に
な
り
ま
す
。 

小
澤
さ
ん
の
園
で
は
、
紅
ほ
っ

ぺ
や
章
姫
、
や
よ
い
ひ
め
等
の
品

種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

イ
チ
ゴ
狩
り
園
の
他
に
、
市
場

出
荷
も
し
て
お
り
、
地
元
ス
ー
パ

ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
場
出
荷
に
適
さ
な
い
規
格
外

（
果
実
が
小
さ
い
等
）
の
イ
チ
ゴ

は
自
宅
で
ジ
ャ
ム
に
加
工
し
、
イ

チ
ゴ
狩
り
園
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

新
た
な
販
売
先
と
し
て
地
元
の

直
売
所
に
も
イ
チ
ゴ
を
出
荷
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

暖
冬
の
影
響
に
よ
り
、
イ
チ
ゴ
の

色
付
き
が
早
く
、
収
穫
・
調
製
作

業
に
時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
、

直
売
所
に
出
荷
す
る
手
続
き
が
で

き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
次
作
は
、

「
直
売
所
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

今
後
の
目
標
と
し
て
、「
現
在
は
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
管
理
や
イ
チ
ゴ
狩

り
園
の
経
営
等
を
、
父
親
が
主
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

父
親
と
代
わ
っ
て
経
営
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
学
び
た
い
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

食
用
ナ
バ
ナ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ

ー
の
御
案
内 

 

当
事
務
所
で
は
、
Ｊ
Ａ
安
房
、

（
一
財
）
南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
Ｊ
Ａ
安
房
菜
の
花
部
会

の
協
力
の
下
、
播
種
や
束
調
製
の

実
習
を
含
む
全
3
回
の
研
修
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。 

食
用
ナ
バ
ナ
を
栽
培
し
出
荷
し

た
い
方
は
、
7
月
15
日
ま
で
に
当

事
務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
１
回
は
、
8
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

第
65
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
者
の
紹
介 

鈴
木 

直
人
（
安
房
郡
鋸
南
町
） 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
部 

 

太
田 

喜
明
（
館
山
市
） 

 
 

球
根
切
花
の
部 

平
成
27
年
度
農
業
の
未
来
を
作

る
女
性
活
躍
経
営
体
100
選
認
証

者
の
紹
介 

（
株
）
須
藤
牧
場
（
館
山
市
）

が
、
千
葉
県
で
初
め
て
認
証
さ
れ

ま
し
た
。 

農
業
経
営
者
研
修
会
「
農
業
経
営

体
に
と
っ
て
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
（
仮
称
）
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

７
月
８
日
に
安
房
合
同
庁
舎
で

開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
当
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

改
良
普
及
課
職
員
紹
介 

改
良
普
及
課
長 

 

小
林 

寛
子 

主
席
普
及
指
導
員 

石
川 

浩
司 

【
館
山
グ
ル
ー
プ
】 

石
井
義
久
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
） 

大
山 

康
彦 

 
       

（
花
き
） 

清
水 

ゆ
か
り   

（
作
物
・
畜
産
） 

白
井 

徳
一
（
野
菜
・
果
樹
・
生
活
） 

渡
邊 

信
吾           

（
野
菜
） 

【
鴨
川
グ
ル
ー
プ
】 

齋
藤
秀
一
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

加
藤 

美
紀     

（
作
物
・
花
き
） 

上
堀
内
里
紗(

生
活
・
野
菜
・
果
樹
） 

中
原 

祐
樹 

 
       

（
畜
産
） 

竜
澤 

は
る
か         

（
野
菜
） 

【
南
房
総
・
鋸
南
グ
ル
ー
プ
】 

渡
部
和
彦
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

金
子 

貴
一 

 
       

（
畜
産
） 

田
中 

千
華 

 
 

（
花
き
・
生
活
） 

影
山 

浩
司          

（
果
樹
） 

橋
本 

威 
 

        

（
野
菜
） 

林 

聖
麗 

 
 

       

（
花
き
） 

小
宮 

良
美 

 
      

（
作
物
） 

松
永 

大
樹          

（
野
菜
） 

山
田 

知
実          

（
果
樹
） 

小澤綾子さん 

 


